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選手 兼 地域連携本部長
濱島 尚人



自己/チーム紹介

横浜GRITSが考える地域貢献
~ 冬の横浜を元気にする ~

議題

横浜GRITSが考えるアスリートのキャリア
~ デュアルキャリアの浸透 ~

質疑応答



■1985年5月3日（36歳）、北海道苫小牧市出身

■GRITSで達成したいこと：デュアルキャリアの浸透

プロスポーツ選手を子供のなりたい職業1位へ

#進化続けるオールドルーキーの星

■業務内容
カスタマー・マーケティング部
顧客向けに会社・製品の情報発信を行う

■1日のスケジュール
・朝練習後、11時から勤務（フレックス）
・在宅勤務時は、夕方娘を保育園へお迎え
・家族と夕飯後、勤務継続（21時頃まで）

■兼務
ABeatus Inc.：Chief Operating Officer
OUI Inc. : 事業開発部長

■役職
選手（FW, #51） 兼 地域連携本部長

■アイスホッケーキャリア
・35歳でプロデビュー（1年目は4G, 2A）
・高校からアメリカへスポーツ留学
・大学院卒業後は帰国しサラリーマン10+年

■アピールポイント

・スピード

・フィジカルプレー

選手紹介：#51 濱島 尚人



横浜GRITSの紹介（V2MOM）
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「夢」と「生きる活力」に満ちた社会の創造

VISION

存在価値（Value）

デュアルキャリアの浸透 冬の横浜を元気にする アイスホッケーの
普及・発展

GRITSの活動/方法（Method）

デュアルプロ育成モデ
ル（DPM）の確立

老若男女が集う場
産学官のコラボレーション

子供向けスクールや
キャリアパスづくり



横浜GRITSが考える地域貢献
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「夢」と「生きる活力」に満ちた社会の創造

VISION

存在価値（Value）

デュアルキャリアの浸透 冬の横浜を元気にする アイスホッケーの
普及・発展

GRITSの活動/方法（Method）

デュアルプロ育成モデ
ル（DPM）の確立

老若男女が集う場
産学官のコラボレーション

子供向けスクールや
キャリアパスづくり

スポーツ x 地域事業 x デュアルキャリアで、

社会的インパクトの創出を実現



横浜GRITSの地域活動（抜粋）
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地域のスポーツチームや商店街、学校法人様などと連携し、

冬の横浜を元気に

出典：PR Times “岩崎学園×プロアイスホッケーチーム横浜GRITSが産学連携を開始。
４月２９日(木・祝) より、学生デザインの、応援グッズの販売を行います。“

出典：ハマスポ “~横浜スポーツパートナーズ発足式~”

出典：横浜市プレスリリース “横浜 GRITS・港北区商店街連合会・港北区が
「ホームタウン活動の協力に関する基本協定」を締結！ ”

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000016.000044572.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000016.000044572.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000016.000044572.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000016.000044572.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000016.000044572.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000016.000044572.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000016.000044572.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000016.000044572.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000016.000044572.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000016.000044572.html
https://www.hamaspo.com/news/20201002-01
https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/koho-kocho/press/kohoku/2020/0120grits-kohoku.files/0001_20210119.pdf
https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/koho-kocho/press/kohoku/2020/0120grits-kohoku.files/0001_20210119.pdf


横浜GRITSが取り組むSDGs
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横浜GRITSは地域事業・各種施策を通じてSDGsを実現

SDGs 17の目標 横浜GRITSが目指す姿 施策

・スポーツを通じて健康寿命を伸
ばすことにより、少子高齢化への
課題解決と地域貢献を実現

・健康プログラムの提供
・NPO法人 Being ALIVE 
Japan様との協業

・企業への啓発活動
・複業に関するオンラインセ
ミナー/講演

・キッズ向けスクール
・職業講話
・セカンドキャリア問題対策

・チャリティマッチなどのイ
ベント
・港北区・港北区商店街連合
会様との３者協定
・横浜スポーツパートナーズ

・将来プロ選手を目指す子供達の、
キャリアの不安をなくす
・プロスポーツ選手の教育格差を
なくす

・横浜市の方々が住みやすい環境
を、他団体との協業を通じて提供
する
・”スポーツの街”横浜の形作り

・デュアルキャリアから得た知見
を他企業に広めることで、働き方
改革の推進を行う



横浜GRITSが考えるアスリートのキャリア
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「夢」と「生きる活力」に満ちた社会の創造

VISION

存在価値（Value）

デュアルキャリアの浸透 冬の横浜を元気にする アイスホッケーの
普及・発展

GRITSの活動/方法（Method）

デュアルプロ育成モデ
ル（DPM）の確立

老若男女が集う場
産学官のコラボレーション

子供向けスクールや
キャリアパスづくり

デュアルキャリアの考え方を日本のアスリート・ビジネスマン・企業・

教育現場に浸透させ、人々が充実したキャリアを送る社会を実現する



横浜GRITSが考えるアスリートのキャリア

たくさんのアスリートが直面する課題の解決策のひとつとして、
“デュアルキャリア”を体現

• 子供達に”夢“と”希望”を与える存在

• 一流のプロスポーツ選手としての栄光

• ビジネスマンとしても一流

• 怪我などによる引退のリスク

• 引退後のセカンドキャリア構築に苦戦

• 今までの経験が企業から評価されない

• 現役競技期間中にビジネススキルを

得る機会が少なく、選手自身の意識

も低い

• チームやリーグとして、選手のセカ

ンドキャリア対策・支援がほとんど

ない

• 現実的にはスポーツ選手のセカンド

キャリアは非常に厳しい状況

理想 課題

現実

ギャップ



デュアルキャリアの価値（1/2）
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選手・スタッフの大半がデュアルキャリアの相乗効果を実感

選手⇄仕事の相乗効果 業界/職種を越え活躍
論理性、逆算力、集中力など、プ
レー・仕事の両面で活きる「クロ
スオーバースキル」の力を実感

デュアル先で習得した知識・スキ
ルが、業界や職種を越えGRITS運

営に活きている

スキルの習得/向上
タイムマネジメント、多角的思考、
コミュニケーション能力など、スキ

ルが向上しやすい環境

2021年上半期の選手・スタッフに対するアンケート結果より

100%
選手の

80%
選手・スタッフの

89%
スタッフの



新たなチーム/クラブの
存続・持続の形

デュアルキャリアの価値（2/2）
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選手だけでなくチーム/クラブのあり方としてデュアルキャリアは有効

選手個人の引退後の
人生設計、

及び収入面の補完

ESGやSDGs、
社会課題の解決など新

しい働き方の提唱

子供たちへの
ひとつのキャリアオプ

ションの掲示



最後に：２季目後半戦もよろしくお願いします
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ご清聴ありがとうございました
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